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　目の不自由な方が広報あぐいを利用できるよう声の
広報ボランティア「あいうえお」がCDに音訳録音してい
ます。録音したCDを利用希望者へ無料で送付していま
す。利用希望者は、下記までご連絡ください。
■問い合わせ先　町社会福祉協議会・ボランティアセンター（４８）１１１１（内１５２３）

■発行／阿久比町（〒470-2292　愛知県知多郡阿久比町
　大字卯坂字殿越50　0569（48）1111）
　編集／総務部政策協働課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

人 口 と 世 帯
世帯数　10，890　（－ 2 ）
人　口　28，594人（－ 4 ）
　男　　14，175人（± 0 ）
　女　　14，419人（－ 4 ）
（　　）は前月との増減数

9月中の異動
　出生　21　　転入　75
　死亡　23　　転出　77

令和3年10月１日現在

「  」AguNavi（アグナビ）「  」AguNavi（アグナビ）
あぐい防災・行政ナビ

安全・安心をお届けするアプリ！
ぜひ登録をお願いします。
　災害時や緊急時は「いのちを守る情報」
を、普段は「暮らしの情報」や「新型コロナウ
イルス情報」などをお使いのスマートフォン
にお届けします。
右のコードを読み取
り、専用アプリ「ライ
フビジョン」をインス
トールしてください。 iPhone用 Android用

　空気が乾燥して火災が発生しやすい時季を迎え、全国一斉に秋の火災予防運動が実施されます。火災は一人一人の
心掛けで防ぐことができます。大切な命・財産を守るため、火災予防に対する意識を高め、火災を未然に防ぎましょう。

■問い合わせ先　知多中部広域事務組合消防本部　予防課　（21）1491
　　　　　　　　http://www.cac-net.ne.jp/̃chitachu/

　平成12年に作成されて以降、消防本部や関係団体などで活用されてきた「住宅防火　いのちを守る　7つのポイン
ト」が、近年の火災を取り巻く状況の変化や高齢者の生活実態などを踏まえ、「住宅防火　いのちを守る　10のポイン
ト」へ改正されました。少しの油断から火災は発生します。火気の取り扱いには、十分注意してください。

▽　寝たばこは絶対にしない、させない。
▽　ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
▽　こんろを使うときは火のそばを離れない。
▽　コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

4つの習慣

▽　火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使用する。
▽　火災の早期発見のために、住宅用火災報知器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
▽　火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具・衣類やカーテンは、防炎品を使用する。
▽　火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方を確認しておく。
▽　お年寄りや身体の不自由な方は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
▽　防火防災訓練への参加・戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

6つの対策

住宅防火　いのちを守る　10のポイント

　住宅用火災警報器は、火災の発生にすばやく反応し、大きな音や音声で居住者に火災を知らせ
ることができるものです。
　令和3年5月に実施した知多中部管内の設置率調査では、約84％の世帯が住宅用火災警報器
を設置しています。まだ設置していない方は、家族の命や財産を守るため、早急に設置しましょう。
すでに設置している方は、定期的に作動確認をしましょう。
▽　作動確認方法　ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認。音が鳴らない場合は電池切れ
か機器本体の故障です。
▽　機器本体の寿命に注意しましょう。住宅用火災報知器の本体は10年を目安に交換しましょう。

住宅用火災警報器の設置・作動確認をお願いします

11月9日（火）～11月15日（月）

秋の火災予防運動秋の火災予防運動
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17.パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化するＳＤＧｓ17の目標
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